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抄 録 

漕手の力とパワーの発揮及び艇速とストロークレートの関係を明らかにするため、水上での実測を通して、シン

グルスカルの艇速にストロークレートと漕手の発揮する力とパワーが及ぼす影響を検討した。大学生及び社会人

ボート選手(n = 16)が毎分 20、24、26 及び 28 ストロークのストロークレートで 300m 間を漕ぎ、ボート上で漕手

がオールを牽引する力及びオールの移動角度を計測した。そして、中間の 100m について、オール牽引中のト

ルク、オールの移動角度、パワー、牽引時間及びフォワード時間を求めた。ストロークレートの増加に伴い艇速及

び漕手のパワーが増大した。毎分 28 ストロークにおいて、艇速は毎分 20 ストロークから 16.1±5.3%、パワーは 

28.9±17.0%増大した。ストロークレート‐平均艇速関係とストロークレート-パワー関係はほぼ同じ様相を示した。し  

かし、ストロークレートが増加しても漕手がオールを牽引する力及びオールの移動角度に差異が認められなかっ

た。そして、ストロークレートの増加に伴い牽引時間が短縮し、毎分 28 ストロークでは毎分 20 ストロークより 

13.2±3.5% 短くなった。本結果から、シングルスカルにおいて、艇速の増大は、漕手のパワーの増大によってスト

ロークサイクルの最大艇速が高められた結果、生じたものと考えられた。そして、ストロークレートの増加は漕手の

発揮する力の変化を生じさせることなく、オールの牽引速度を速め、その結果、漕手の発揮するパワーを増大させ

ると考えられた。そこで、漕手のパワーを増大させるためにオールの牽引速度を増大させることの重要性が指摘さ

れる。さらに、ストロークレートの増加は漕手のエネルギー消費を増大させることにも注意を要する。 
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